
 

第四期 大館市読書活動推進計画 
（令和５年度～令和９年度） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みワクワクドキドキおはなし会 

     

 

                       

 

 

 
 
 
 
         

     もっと知りたい絵本の世界 

 
 

令和５年４月 

大館市教育委員会 



目  次 

第Ⅰ章 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

   ２ 計画の期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

   ３ 計画の対象範囲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

第Ⅱ章 第三期大館市読書活動推進計画の取り組み 

１ 読書啓発活動と情報提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

   ２ 読書環境の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

   ３ 読書活動推進体制の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

   ４ 数値目標の進捗状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

第Ⅲ章 第四期大館市読書活動推進計画の基本理念と目標 

１ 計画の基本理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

   ２ 計画の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

第Ⅳ章 読書活動推進のための取り組み 

１ 読書啓発活動と情報提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

   ２ 読書環境の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

   ３ 読書活動推進体制の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

   ４ 読書活動推進計画の数値目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

資 料 

   １ 令和３年度「県民意識調査」報告書より（抜粋）・・・・・・・・・・・・17 

   ２ 令和３年度図書館利用者満足度調査より（抜粋）・・・・・・・・・・・・19 

   ３ 小・中学校の読書活動についてのアンケート調査・・・・・・・・・・・・23 

   ４ 放課後児童クラブの読書活動についてのアンケート調査・・・・・・・・・24 

   ５ 読書活動推進計画の取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

   ６ 各種事業の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 

   ７ 各種広報資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 



第Ⅰ章 計画の策定にあたって 

 １ 計画策定の趣旨 

読書は、人生を豊かに生きる上で大切なものであり、文化的で豊かな社

会の構築にも寄与するものです。人間の生涯にわたる学習活動の基盤であ

り、読書を通して子どもは言葉を学ぶとともに広い世界を知り、大人に

とっては多様化する社会を生きていく指針を見出すものとなっています。 

  大館市では、平成１７年に子どもから大人まで包括する「第一期大館市 

   読書活動推進計画」を初めて策定し、これまで 2 回の見直しを行い、取り
組んできました。 

      市民の読書活動を推進するためには、学校、家庭、地域、行政等が一体
となって取り組む必要があることから、これまでの取り組みの成果や課題

を検証するとともに、読書活動を取り巻く社会状況等の変化を踏まえ、さ

らなる読書活動推進のため「第四期大館市読書活動推進計画」を策定する

ものです。 

秋田県においても、「生涯にわたって読書に親しみ、心豊かに」を基本 

目標として、県民のライフステージ等に応じた読書環境の整備を進めるた 

め、「第３次秋田県読書活動推進基本計画」を令和３年３月に策定し、さ 
まざまな取り組みを行うこととしています。 

 
 ２ 計画の期間 

令和５年度から令和９年度までの５年間とします。 

 
 ３ 計画の対象範囲 

すべての市民を計画の対象とします。 
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第Ⅱ章 第三期大館市読書活動推進計画の取り組み 

 １ 読書啓発活動と情報提供 

【これまでの取り組みと成果】 

（1） 読書関連行事や展示の企画と図書リストの作成 

○「おはなし会」の定期的な開催 

・定期的なおはなし会 

図書館名 H30 R1 R2 R3 

栗盛記念図書館 300 人 287 人 232 人 124 人 

花矢図書館 137 人 121 人 115 人 91 人 

・図書館職員による「おはなしとしょかん」や「高校生の読み聞かせ

会」などの特別おはなし会 

事業名 H30 R1 R2 R3 

おはなし 

としょかん 

夏・冬 

実施 

計７９名 

夏・冬 

実施 

計５９名 

新型コロナウ

イルス流行の

影響で中止 

秋実施 

１１名 

高校生の 

読み聞かせ会 
３５名 ５５名 ３３名 ２９名 

花矢 

むか～しむかし、

秋田のはなしっこ

４４名 ３４名 ３４名 ２７名 

平成３０年度、令和元年度の「おはなしとしょかん」は、松下村塾

を会場に、怖い話などの読み聞かせを行いました。令和３年開催時に

はコロナ禍ということもあり、年１回とし、定員も大幅に減らして実

施しました。 

「高校生の読み聞かせ会」は、図書館が共催し、図書館後援会が後

援して毎年継続実施しており、子どもたちにとって、年代の近い高校

生の読み聞かせは新鮮なようで、楽しい雰囲気の中で、開催しました。 

花矢図書館の「秋田弁のおはなし会」や新規事業として「真夏の怪

談会」を開催しました。 
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○読書推進事業 

読み聞かせボランティアのスキルアップ講習会、定年後の男性を主対 

象に、生きがいづくりとして、読み聞かせ講座、作家による講演会など 

読書推進活動につながるイベントを実施しました。 

 

○図書リストの作成及び配布（毎月発行） 

各図書館がおすすめする図書の紹介や行事、利用案内等を掲載し、

「図書館だよりプラス・ワン」、「花矢図書館だより」、各図書館の新着  

図書の紹介を作成し、下記の施設へ配布するとともにホームページ上に

も掲載しました。 

★「図書館だより プラス・ワン」配布先 

市内各図書館、おおとり号、事業団各施設、各公民館、市役所、 

大館郵便局 

★「花矢図書館だより」配布先 

保育所（花岡・矢立・釈迦内・沼館）、神山荘、郵便局（花岡２、

白沢）、花岡小、北陽中、鳥潟会館、花岡公民館 

 

（2） 学校の長期休業期間中の「特別おはなし会」や読書啓発行事の開催 

栗盛記念図書館で毎年、夏休み・冬休み・春休み期間中に未就学児童 
施設や放課後児童クラブの児童を招待し、特別なおはなし会を開催しま 
した。 
長期休業区分 H30 R1 R2 R3 

夏休み 71 人 25 人 45 人 25 人 

冬休み 59 人 25 人 29 人 39 人 

春休み 60 人 中止※ 43 人 中止※ 

      ※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため 

 

（3） 「読書週間」や「子ども読書の日」にちなんだ行事の開催 

○「読書週間」 

     読書感想文コンクール、読書感想画展示会を毎年開催したほか、映 
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画「あん」の原作者の方を講師に迎え、講演会及び朗読の研修会を開

催しました。 

○「子ども読書の日」 

特別テーマ展示（大型絵本）、読み聞かせボランティア団体、放課後

児童クラブ等の協力により、「大型絵本の展示」、「ぬいぐるみのおと

まり会」、「子ども読書の日おはなし会」など子ども読書の日にちなん

だ行事を開催しました。 

 

（4） 図書館での、季節行事や社会の話題に関連する図書の展示 

各館で毎月のテーマ展示を行っているほか、学校司書の POP 展、ポプ

ラ社『あるかしら文庫』の４館巡回展示や、栗盛記念図書館での特別展

示「絵本で知るＳＤＧｓ」（R3）などを行いました。 

 

（5） 公民館や児童館等での親子読書イベントの開催 

小学生親子を対象に、自分だけの「図鑑」を作ろうというイベントや

図書館の中でドーム型のテントを張り、プラネタリウムを投影して観察

したり、星座早見盤を作る工作教室や関連図書のおはなし会をするとい

うイベントを実施しました。 

 

（6） 文化講演会の開催 

毎年生涯学習フェスティバル協賛事業として図書館後援会との共催。 

項目 H30 R1 R2 R3 

演題 
大館城下の武

士の生活 
本のたのしみ 

河田次郎とは

何者か 

歎異抄－悪人が

救われる世界－

講師 清野清隆氏 高橋充氏 菅原幹雄氏 誉田正司氏 

参加人数 ６０人 ５０人 ５５人 ５８人 
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（7） 大館市ホームページや広報おおだて、地元紙を活用した広報 

    毎月、広報おおだてへ新着図書・各種イベント情報を掲載し、さらに

は、蔵書検索と予約が可能となる QR コードを張り付けるようにしまし

た。  

イベント開催時には、必ず記者クラブへ情報をリリースし、子育て情

報誌へもおはなし会などの情報の掲載を依頼しました。 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

  引き続き、読書啓発となる各種読書関連行事と情報発信を続けていくとと

もに、定期的なおはなし会の機会と親子向け読書イベントの機会が増えるよ

う取り組んでいきます。 

参加者の満足度が高い企画で、かつ、来館者数や貸出数に直結するものを

実施していきます。 

イベント実施によって来館者数は増えますが、参加した方が必ずしも本を

借りて帰るわけではないことから、参加＝貸出となるような事業や、読書意

欲増進につながる事業の企画立案実施、イベント参加者の動線を考慮した展

示コーナーの配置や、イベント中に本の紹介の時間を設けるなどの工夫をし

ます。 

また、記者クラブへのニュースリリース、広報おおだて、図書館ＨＰ、ポ

スター等の印刷物だけではなく、ツイッターのほか、地域情報誌への投稿や、

ラジオ等での発信も検討していきます。 

 

２ 読書環境の整備 

【これまでの取り組みと成果】 

（1） 家庭・地域での読書活動 

「絵本だより」「図書館だより プラス・ワン」「花矢図書館だより」を 

発行し公民館や児童館等へ配置するとともに、移動図書館車おおとり号に 

よる団体貸出を実施しました。 

図書館の乳幼児への読書推進事業として「ブックスタート」（絵本を手

渡す活動。読み聞かせや図書館案内も行う。）を行っており、より多くの
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対象児に絵本を配布するため、４か月児健診の際にはチケットを配布し、

５か月児すこやか教室の際にそのチケットと引き換えに、絵本１冊と図書

館案内や利用登録票、図書館の定例おはなし会のチラシなどのセットを手

渡し、すこやか教室に参加できない場合は、各図書館でも絵本との引き換

えを行いました。 

 

（2） 就学前施設や学校での読書活動 

就学前施設では、読み聞かせボランティアによる出張おはなし会を行っ

たほか、学校については、栗盛記念図書館の学校支援・学校連携担当職員

が要望のあった学校を訪問し、図書室整備についての提言や図書補修の講

習会などを行い、図書館では高校生によるおはなし会を実施しています。 

また、各学校に対して、授業で使用する図書の貸出を行いました。 

「絵本だより」は、城南保育園の職員から「図書館のおすすめ絵本のた

より」についての要望があったことがきっかけとなり、市内全域の未就学

児施設に配布しようということで始まりました。施設内に掲示してもらう

など活用していただきました。 

※図書館のおすすめ絵本のたより配布先 

公立保育園全園、指定管理保育園全園、へき地保育所全園、認定こども

園全園、大館幼稚園、大館乳児保育園、みらいっこ園、元気ひろば保育園、

キッズテラスアットセイジュ、バンビ―ニ、大館市立総合病院内保育所 

 

（3） 図書館での読書活動 

     図書館では、情報提供として、図書館ホームページに「おおだて子育て 

ねっと」のリンクを貼っています。図書館ホームページのほか、ツイッ

ターも活用し、新着図書のお知らせや読書関連行事のお知らせを行いまし

た。 

また、図書館情報システムのパソコン、プリンターなどの更新、会議室

などにエアコンを設置して環境整備に努めました。 
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○読書感想文コンクール等参加点数 

栗盛記念・花矢・田代の３館で、読書感想文や読書感想画のコンクール、 

展示会を実施しました。 

項目 H30 R1 R2 R3 

栗盛 

（読書感想文コンクール）
25 編 43 編 30 編 14 編 

花矢（感想画展） 18 点 46 点 45 点 35 点 

田代（感想画コンクール） 13 点 146 点 188 点 192 点 

 

◇移動図書館おおとり号による団体貸出件数 

項目 H30 R1 R2 R3 

貸出団体数 223 253 251 234 

貸出冊数 10,490 11,115 10,472 9,905 

  ・団体貸出先実績 

団体名（Ｒ３）…山瀬児童仲良しクラブ、たしろ保育園、上川沿公民

館、東館にこにこクラブ、城西児童センター、グループホームすみれ、

釈迦内児童センター、十二所保育園、十二所公民館、城南児童会館、男

女共同参画センター、女性センター、大館南ガーデン、いとくデリカセ

ンター、城南第二児童仲良しクラブ、城南保育園、有浦児童会館、有浦

第二児童仲良しクラブ、ケアハウス樹海の里 

 

（4） 幼保・学校支援連携事業 

市立図書館から２名（現在は１名）、“飛び出す図書館司書”を小・中

学校へ派遣し、図書室の環境整備や授業時間を使って「図書館の利用の仕

方」の指導、読み聞かせやブックトークを行いました。 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

・視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第４９

号。以下「読書バリアフリー法」という。）が令和元年６月に公布、施行さ
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れました。読書バリアフリー法は、視覚障害者等の読書環境の整備を総合的

かつ計画的に推進し、障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通

じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与するこ

とを目的としています。 

地方公共団体は、国との連携を図りつつ、地域の実情を踏まえ、視覚障害

者等の読書環境の整備を推進する責務があります。このことを踏まえて、点

字図書、音声図書及び拡大図書等の充実や利用者のニーズに応じた円滑な利

用のための支援など読書環境の整備を推進することが必要です。 

・読書感想文コンクールは、一般の部で特に応募点数の減少が目立っていま

す。広報が足りていないことが原因の一つと考えられることから、応募対象

の範囲、部門の見直しなどもしながら、応募しやすい環境づくりをしていき

ます。 

・「飛び出す図書館司書」を実施して数年経過していますが、これまで同様 

に継続しながら、年度ごとに周知の機会を設けます。 

 

３ 読書活動推進体制の整備 

【これまでの取り組みと成果】 

（1） ボランティアの育成と活動の支援 

ボランティア育成のため、おはなし会で使用する小道具づくりのワーク

ショップを実施しました。また、絵本作家を招いての読書推進事業への参加

の誘い掛けを行いました。 

 

（2） 関係機関やボランティアとの連携 

   読み聞かせボランティアの活動状況について、北教育事務所等からの読 

書グループ調査実施時に把握し、活動情報を提供しました。 

読み聞かせ未経験者または初心者の方で、読み聞かせボランティアとして

活動することを希望している方を対象に、読み聞かせの仕方の基礎講座を行

いました。 
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（3） 読書活動推進会議の開催 

  毎年度、読書活動推進のための事業計画を立て、年度終了後、事業ごとの 

評価を行い、数値目標等の進捗状況を確認し、図書館協議会でその評価の妥

当性について協議していただいています。 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

   読み聞かせ経験者向けのスキルアップ講習会の機会を設けるとともに、新

規ボランティアの養成も行います。 

 

４ 数値目標の進捗状況 
 

項   目 平成 28 年度 
（実績） 

令和４年度 
（目標） 

令和３年度 
（実績） 

進捗率 
(令和 3年度) 

 
市立図書館の
年間貸出冊数

 
184,593 冊 

 
200,000 冊 

 
207,277 冊 

 
104％ 

 
市立図書館の
児童館等・就
学前施設への
貸出冊数 

 
8,723 冊 

 
9,500 冊 

 
12,013 冊 

 
126％ 

 
市立図書館の
小・中学校へ
の貸出冊数 

 
2,093 冊 

 
2,300 冊 

 
3,218 冊 

 
140％ 

 
市立図書館の
年間おはなし
会の回数 

 
60 回 

 
60 回 

 
46 回 

 
77％ 

 
市立図書館を
活用している
就学前施設の
割合 

 
90％ 

 
100％ 

 
100％ 

 
100％ 

※ 
放課後児童ク
ラブでのおは
なし会の企画
回数 

 
年７回 

（図書館企画分） 

 
年 6 回 

（図書館企画分） 

 
年 9 回 

（図書館企画分） 

 
150％ 

 
放課後児童ク
ラブでの読書
時間の確保 

平日  53 分 
学校休業日 
１時間 33分 

平日 30 分以上 
学校休業日 

１時間 30分以上 

平日  30 分 
学校休業日 
１時間 08分 

平日 100％ 
学校休業日 

75％  
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小・中学校で
の学校図書館
を活用した授
業を行った回
数 

 
小学校 14/17

校 
中学校  3/ 8

校 

 
小学校月 1回
以上全校 

中学校月 1回
以上全校 

 
小学校 15/17

校 
中学校  
3/8 校 

 
小学校 88％ 
中学校 38％ 

 
学校図書館の
蔵書がデータ
ベース化され
ている学校の
割合 

 
小学校 53％ 
中学校 63％ 

 
小学校 70％ 
中学校 70％ 

 
小学校 41％ 
中学校 63％ 

 
小学校 58％ 
中学校 90％ 

 
読書強調週間
等、読書を勧
める企画を実
施している学
校の割合 

 
小学校 100％
中学校 100％

 
小学校 100％ 
中学校 100％ 

 
小学  100％ 
中学校 75％ 

 
小学校 100％ 
中学校 75％ 

 
市立図書館を
学習に活用し
ている学校の
割合 

 
小学校 76％ 
中学校 13％ 

 
小学校 90％ 
中学校 50％ 

 
小学校 76％ 
中学校 0％ 

 
小学校 84％ 
中学校  0％ 

 ※ 放課後児童クラブでの読み聞かせについては、市立図書館企画のほか、各
児童クラブ自主企画により年１～４回実施されている。 
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 第Ⅲ章 第四期大館市読書活動推進計画の基本理念と目標 

 １ 計画の基本理念 

第四期計画に向けた課題を踏まえ、市民一人一人が読書の楽しさと大切

さを理解し、生涯にわたり読書に親しみ続けることができるよう、環境整

備と施策を展開することを基本理念とします。市民の多様なニーズに応え

るための情報提供を行い、市民や地域団体と共同・連携、さらには、読書

推進関連活動の支援の強化とともに学校図書館への支援・連携を進め、児

童・生徒の読書率の向上を目指し、各種事業を実施します。 

また、少子高齢化、人口減少、世界的な新型コロナ感染症の感染拡大等

読書活動を取り巻く社会状況の変化を踏まえ、読書環境整備と施策を総合

的かつ計画的に推進します。 

 

 ２ 計画の目標 

計画の目的を達成するため、施策の基本を次の３つとします。 

1 読書啓発活動と情報提供 

市民が読書への関心を持ち、積極的に読書に向かうことができるよ

う、読書機会の提供と読書を継続していくための情報提供を行います。 

 

2 読書環境の整備 

市民の読書活動を支えるため、就学前施設や学校、家庭や地域、図

書館が相互に協力、連携して推進活動を実行します。 

 

3 読書活動推進体制の整備 

関係機関や団体、市民やボランティアと広く連携して、読書活動を

多面的に支える体制を整えます。 

11



第Ⅳ章 読書活動推進のための取り組み 

 １ 読書啓発活動と情報提供 

   市民の読書への関心を促すため、読書関連行事や展示の企画など、さま

ざまな機会を提供するとともに、その情報を広範に発信していきます。 

    読書関連行事や展示の企画と図書リストの作成 

     「読書週間」「子ども読書の日」にちなんだ行事、特別おはなし会の

開催、文化講演会や読書感想文コンクールの開催など読書にかかわる行

事を企画します。また、図書館では、季節や社会の話題をテーマとした

図書を展示し、新着図書やおすすめ本など、目的に合わせた図書リスト

を作成して利用者や関係機関に提供します。 

 

   【主な取り組み】 

・おはなし会の定期的な開催 

   ・特別おはなし会や読書啓発行事の開催 

   ・「読書週間」や「子ども読書の日」にちなんだ行事の開催 

   ・図書館での、季節行事や社会の話題に関連する図書の展示 

   ・図書館や公民館、児童館等での親子読書イベントの開催 

   ・文化講演会の開催 

    

  図書館ホームページや広報おおだて、地元紙を活用した広報の推進 

読書にかかわるさまざまな行事をホームページやＳＮＳ、広報おおだ

て、さらに地元紙や子育て情報誌へ掲載を依頼し、市民へ積極的に情報

を提供します。 

 

  【主な取り組み】 

   ・ホームページや広報おおだてへの読書活動関連行事の掲載 

・広報誌への QR コードの掲載（蔵書検索と予約が可能） 

      ・地元紙への定期的な職員コラム掲載及び読書活動関連行事の掲載依頼 

   ・子育て情報誌への読書関連情報掲載 

・ＷＥＢ予約や相互貸借などのサービスの周知   
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２ 読書環境の整備 

   読書活動推進のため、関係機関それぞれが主体的に読書環境整備の取り

組みをしながら、相互に協力、連携して活動を展開していくことができる

よう体制を整備していきます。 

   家庭・地域での読書活動 

   子どもの読書習慣の形成に家庭の果たす役割は大きいことから、乳児と

の遊びの中で本に親しむ方法の提案や、これから親になる人に読書の大切

さを理解してもらうための取り組みを続けていきます。また、子どもから

お年寄りまで地域の人が気軽に本を手に取ることができるよう、さまざま

な場所に本と親しむ場を設け、読書の機会を提供します。 

 

【主な取り組み】 

   ・ブックスタートの継続実施 

   ・おはなし会の推進と充実 

   ・親子読書の推進と充実 

    

   就学前施設や学校での読書活動 

   就学前施設での出張おはなし会による読み聞かせを実施し、幼児期の豊

かな感性を育むとともに、絵本の世界を楽しませ、読書への関心を促しま

す。そして、読書の必要性を保護者に理解してもらうため情報を発信しま

す。また、児童生徒の読書活動推進を目的に学校図書館の整備・活動を支

援し、授業で使用する図書の提供や出張おはなし会、高校生と連携したお

はなし会などを実施します。 

 

  【主な取り組み】 

   ・読書習慣の確立と読書活動の充実 

   ・読書環境の整備 

   ・おはなし会の継続と充実 

   ・学校と関係機関との連携 
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  図書館での読書活動 

    多様化する市民の読書活動に資するため、図書資料の充実と提供を積

極的に行うとともに、本に親しむ機会を企画・開催します。また、就学

前施設や学校の読書活動への協力、地域の住民や児童館等の読書活動を

支えるため移動図書館車の巡回サービスを行います。また、各世代に対

応した読書整備や医療支援コーナーの整備を行います。 

 

  【主な取り組み】 

   ・積極的な情報提供 

   ・読書にかかわる行事の開催 

   ・快適で安全・安心な読書環境の整備 

   ・学校等への協力 

   ・移動図書館車巡回サービスの向上 

   ・図書館の利用促進に向けた体制の整備（世代別コーナーの設置） 

・様々な団体と連携した支援コーナーの設置（医療支援コーナー等） 

   ・視覚障害者の読書環境の整備の推進（わいわい文庫・ＬＬブック・点

字付き絵本等） 

 

 ３ 読書活動推進体制の整備 

   読書活動推進のため、関係機関と連携を深めるとともに、読み聞かせサ

ポーターや図書館ボランティア、地域住民による学校ボランティアなどの

活動が円滑に行われるようボランティアの養成や支援に取り組みます。 

1 ボランティアの育成と活動の支援 

    読書活動を多面的に支えるボランティアを育成し、その活動を支援し 

ます。 

 

【主な取り組み】   

 ・読み聞かせ研修会等への参加促進と実践の場の提供 

   ・地域や学校へのボランティア参加の呼びかけ 

   ・ボランティア活動団体・個人への支援   

14



  関係機関やボランティアとの連携 

    すべての関係機関と市民ボランティアが相互に情報を交換し、より効

果的に読書活動推進が行われるよう体制を整えていきます。 

 

  【主な取り組み】 

   ・読み聞かせボランティアや地域ボランティアの活動状況の把握 

   ・各ボランティアの活動情報の提供 

   ・関係機関による読書活動推進についての情報交換 
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４ 読書活動推進計画の数値目標 

項   目 令和３年度 
（実績） 

令和９年度 
（目標） 

 
市立図書館の年間貸出冊数 

※ R4.3 月末 市人口 68,728 人 

207,277 冊 
(市民１人当たり

3.0 冊) 

※ 
市民１人当たり 

3.3 冊 

 
市立図書館の児童館等・就学前施設への貸出
冊数 

 
 12,013 冊 

 

 
13,000 冊 

 

 
市立図書館の小・中学校への貸出冊数 
 

 
  3,218 冊 

 

 
4,000 冊 
 

 
市立図書館の年間おはなし会の回数 
 

 
 46 回 
 

 
60 回 
 

 
市立図書館を活用している就学前施設の割合 
 

 
 100％ 
 

 
100％ 
 

 
放課後児童クラブでのおはなし会の企画回数 
 

 
年 9 回 
 

 
年 10 回 
 

 
放課後児童クラブでの読書時間の確保 
 

平日 30 分 
学校休業日 
１時間 08分 

平日 30 分 
学校休業日 
１時間 30分 

 
小・中学校での学校図書館を活用した授業を
行った回数 
 

小学校月 1回以上
15/17 校 

中学校月 1回以上 
3/ 8 校 

小学校 月 1回以上
全校

中学校 月 1回以上 
全校

 
学校図書館の蔵書がデータベース化されてい
る学校の割合 
 

小学校 41％ 

中学校 63％ 

小学校 70％ 

中学校 70％ 

 
読書強調週間等、読書を勧める企画を実施し
ている学校の割合 

小学校 100％ 

中学校 75％ 

小学校 100％ 

中学校 100％ 

 
市立図書館を学習に活用している学校の割合 
 

小学校 76％ 

中学校 0％ 

小学校 90％ 

中学校 50％ 

※ 人口減少を踏まえ、総貸出冊数から市民１人当たり貸出冊数としています。 
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く
の
端
末
も
使
え
な
い
。
使
え
る
よ
う
な
ら
便
利
だ
ろ
う
け
ど

…
。

家
族
の
あ
り
方
が
昔
と
違
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
が
予
想
で
き
な
い
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
お
あ
り
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
頑
張
っ
て
お
続
け
く
だ
さ
い
。

・
職
員
さ
ん
に
は
手
が
あ
い
た
時
に
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
で
ふ
い
て
ほ
し
い
。
こ
ま
め
に
除
菌
消
毒
し
て
ほ
し
い

・
蔵
書
に
な
い
図
書
、
購
入
希
望
図
書
に
つ
い
て
も
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
み
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
い
つ
も
移
動
図
書
館
を
大
変
気
持
ち
よ
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
足
が
不
自
由
な
の

で
中
々
外
出
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
が
、
予
約
で
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
探
し
て
い
た
だ
け
る
な
ん
て
、
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
回
、
心
待
ち
に
カ
レ
ン
ダ
ー
の

“お
お
と
り
号

”の
マ
ー
ク
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
親
切
に
心
か
け
や
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

・
大
活
字
本
が
少
な
い
の
で
、
購
入
冊
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
・

・
（
美
術
作
品
展
に
つ
い
て
）
時
々
見
て
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス
が
反
射
し
て
す
ご
く
見
づ
ら
い
。
絵
や
写
真
を
見
る
の
は
好
き
な

の
で
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

・
正
面
玄
関
近
く
に
カ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
自
由
に
使
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
声
が
け
等
が
あ
れ
ば

気
楽
に
使
え
る
と
思
う
。
ま
た
は
、
そ
の
近
く
に

“ご
自
由
に
ど
う
ぞ

”等
の
表
示
で
も
あ
れ
ば
。
使
用
し
て
い
る
人
、
見
た
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
田
代
図
書
館
、
比
内
図
書
館
花
矢
図
書
館
に
パ
ソ
コ
ン
を
新
し
く
導
入
し
て
ほ
し
い
で
す
。
栗
盛
記
念
図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン

も
更
新
し
て
ほ
し
い
で
す
（
最
新
式
の
も
の
に
）
。
比
内
図
書
館
、
田
代
図
書
館
の
ト
イ
レ
も
シ
ャ
ワ
ー
付
き
水
洗
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

・
ど
ん
な
リ
ク
エ
ス
ト
の
本
で
も
探
し
て
く
れ
る
の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。
よ
く
探
し
て
く
れ
る
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

19

資料２　令和３年度図書館利用者満足度調査　



指
定
管
理
業
務
評
価
シ
ー
ト
　
（
花
矢
）

・
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

8
0
％
以
上

A

・
蔵
書
に
つ
い
て

7
0
％
以
上

A

・
館
内
の
環
境
に
つ
い
て

6
5
％
以
上

A

・
図
書
館
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

-
-

・
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

-
-

・
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

-
-

・
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
-

-

1 2

評
価
視
点

評
価
項
目

事
業
区

分
評
価
指
標

数
値
目
標

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計

評
価

所
管
課
コ
メ
ン
ト

評
価

利
用
者

満
足
度
サ
ー
ビ
ス
満
足
度

（
花
矢
）

指
定

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 1
0
0
%
 、
や
や
不
満

  0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 0
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 8
6
.5

%
 、
や
や
不
満

  1
3
.5

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 0
%

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 1
0
0
%
 、
や
や
不
満

  0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 0
％

追
加

ほ
ぼ
毎
日

 0
%
、
週

1
以
上

 2
7
％
、
月
に
数
回

 6
2
.2
％
、
年
に
数
回

 8
.1
％
、
初
め
て

 0
％
、
他

 2
.7

%

本
の
貸
出
や
読
書

 8
5
.1

%
、
調
べ
も
の

 4
.3

%
、
勉
強
・
仕
事

 4
.3

%
、
催
事

 0
％
、
そ
の
他

 6
.3

%

特
に
な
い

 6
2
.2

%
、
あ
る

 2
9
.7

%
、
無
回
答

 8
.1

%

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
4
.6

%
 、
や
や
不
満

 0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 5
.4
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
4
.6

%
 、
や
や
不
満

 0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 5
.4
％

利
用
し
た
い

 2
7
.1

%
 、
利
用
し
た
く
な
い

 1
6
.2

%
 、
わ
か
ら
な
い

 3
2
.4

%
、
無
回
答

 2
4
.3
％

そ
の
他
、
ご
意
見
な
ど

・
と
て
も
親
切
で
お
す
す
め
の
本
の
掲
示
が
よ
い
と
思
う
。
正
面
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
季
節
ご
と
に
替

え
ら
れ
て
い
て
楽
し
み
で
す
。

主
な
要
望
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
電
子
書
籍
を
利
用
し
た
い
で
す
か

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

料
理
、
健
康
、
小
説
類
、
ミ
ス
テ
リ
ー
系
、
雑
誌
、
歴
史
も
の
、
人
物
伝
、
子
育
て
、
レ
ジ
ャ
ー

（
キ
ャ
ン
プ
）
、
学
習
漫
画
、
芸
術

・
頼
ん
だ
本
を
借
り
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
家
の
近
く
に
図
書
館
が
あ
る
の
は
本
当
に
便
利
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
図
書
館
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
☆
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！
！

主
な
苦
情
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
カ
ウ
ン
タ
ー
の
方
々
が
い
つ
も
親
切
、
い
つ
も
笑
顔
で
と
て
も
好
感
度
あ
り
ま
す
。

・
今
の
と
こ
ろ
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、
特
に
問
題
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
い

つ
も
心
配
り
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
良
く
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

料
理
、
健
康
法
、
医
学
、
資
格
、
漫
画
、
旅
行
ガ
イ
ド
、
雑
誌
、
学
習
漫
画
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
写
真
集
、
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
、
絵
本
、
児
童
書
、
自
己
啓
発
、
図
鑑
・
辞
典
、
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
歴
史
、
政
治
・
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
教

養
、
園
芸

書
籍
の
並
び
が
良
く
、
思
わ
ず
手
に
と
っ
て
し
ま
う
。
選
び
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
館
内

が
清
潔
で
、
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
方
々
の
こ
と
ば
使
い
が
丁
寧
で
す
。

・
児
童
用
の
本
が
充
実
し
て
い
て
、
平
日
は
と
く
に
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
、
時
々
活
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
本
の
並
び
が
き
れ
い
で
、
探
し
や
す
い
で
す
。
主
婦
の
実
用
書
も
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
つ
い
手
に
と
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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指
定
管
理
業
務
評
価
シ
ー
ト
　
（
比
内
）

・
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

8
0
％
以
上

A

・
蔵
書
に
つ
い
て

7
0
％
以
上

A

・
館
内
の
環
境
に
つ
い
て

6
5
％
以
上

A

・
図
書
館
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

-
-

・
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

-
-

・
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

-
-

・
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
-

-

1 2

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 8
8
.8

%
 、
や
や
不
満

 9
.6

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 1
.6

%
、
無
回
答

 0
%

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 8
9
.6

%
 、
や
や
不
満

 1
.6

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 8
.8
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
2
%
 、
や
や
不
満

 3
.2

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
.8

%
、
無
回
答

 4
％

利
用
し
た
い

 3
6
%
 、
利
用
し
た
く
な
い

 1
6
%
 、
わ
か
ら
な
い

 3
4
.4

%
、
無
回
答

 1
3
.6
％

評
価
視
点

評
価
項
目

事
業
区

分
評
価
指
標

数
値
目
標

所
管
課
コ
メ
ン
ト

評
価

主
な
要
望
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
電
子
書
籍
を
利
用
し
た
い
で
す
か

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

利
用
者

満
足
度
サ
ー
ビ
ス
満
足
度

（
比
内
）

指
定

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 1
0
0
%
 、
や
や
不
満

  0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 0
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
3
.6

%
 、
や
や
不
満

  1
.6

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 4
.8
％

追
加

ほ
ぼ
毎
日

 1
.6

%
、
週

1
以
上

 2
0
.8
％
、
月
に
数
回

 6
3
.2
％
、
年
に
数
回

 8
％
、
初
め
て

 1
.6
％
、
他

 4
.8

%

本
の
貸
出
や
読
書

 7
4
.2

%
、
調
べ
も
の

 4
.6

%
、
勉
強
・
仕
事

 1
2
.6

%
、
催
事

 0
.7
％
、
そ
の
他

 7
.9

%

特
に
な
い

 7
2
%
、
あ
る

 2
4
%
、
無
回
答

 4
%

評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計

・
係
の
方
の
対
応
が
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
R

ac
in

g　
ｏ
ｎ
と
い
う
雑
誌
が
あ
る
の
で
す
が
、
（
月
１
回
程
度
）
、
貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
し
て
ほ

し
い
。
模
型
雑
誌
も
よ
け
れ
ば
と
い
う
希
望
で
す
。

・
比
内
に
も
図
書
館
が
あ
り
、
借
り
ら
れ
る
事
を
知
ら
な
い
人
（
ず
ー
っ
と
比
内
に
住
ん
で
い
る

方
）
が
い
て
び
っ
く
り
！
！
教
え
て
あ
げ
た
ら
、
す
ぐ
利
用
し
て
喜
ん
で
ま
し
た
。

・
時
代
小
説
を
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
作
家
さ
ん
の
物
を
次
々
と
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
読
み
切
れ
て
い
な
い
の
で
ま
だ
ま
だ
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

・
比
内
図
書
館
は
読
み
た
い
と
思
え
る
新
刊
が
よ
く
あ
り
、
司
書
さ
ん
が
色
々
考
え
て
下
さ
っ
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
の
子
供
も
栗
盛
よ
り
も
比
内
に
行
き
た
い
と
言
い
ま
す
。
本
も

探
し
や
す
い
し
、
読
み
た
い
本
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

小
説
、
雑
誌
、
写
真
集
、
ス
ポ
ー
ツ
、
歴
史
、
旅
行
ガ
イ
ド
、
絵
本
、
技
術
、
自
然
科
学
、
図
鑑
・
辞
典
、
囲
碁
・
将
棋
、

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
漫
画
、
ビ
ジ
ネ
ス
教
養
、
園
芸
、

IT
・

E
ビ
ジ
ネ
ス
、
政
治
・
経
済
、
医
学
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
・
投
資
、

参
考
書
、
料
理
、
エ
ッ
セ
イ
、
児
童
書
、
和
洋
裁
、
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
し
つ
け
・
子
育
て
、
資
格
、
自
己
啓
発
、
学

習
漫
画
、
健
康
法

車
や
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
学
習
漫
画
、
語
学
（
英
会
話
）
、
推
理
小
説
、
動
物
系
。
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
系
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
歴
史
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
、
医
学
系
、
時
代
小
説
、
児
童
書
、
絵

本
、
生
活
全
般
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
学
生
向
け
の
図
書
、
雑
誌
、
育
児
、
手
芸
、
漫
画
、
イ
ン

テ
リ
ア
、
最
新
本
、
園
芸
、
心
理
テ
ス
ト
、
占
い
、
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
（

1
0
代
の
回
答
）
、

外
国
の
ミ
ス
テ
リ
ー
、
暮
ら
し

そ
の
他
、
ご
意
見
な
ど

主
な
苦
情
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）
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指
定
管
理
業
務
評
価
シ
ー
ト
　
（
田
代
）

・
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

8
0
％
以
上

A

・
蔵
書
に
つ
い
て

7
0
％
以
上

A

・
館
内
の
環
境
に
つ
い
て

6
5
％
以
上

A

・
図
書
館
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

-
-

・
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

-
-

・
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

-
-

・
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

-
-

・
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
-

-

1 2

評
価
視
点

評
価
項
目

事
業
区
分

評
価
指
標

数
値
目
標

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計

評
価

所
管
課
コ
メ
ン
ト

評
価

利
用
者

満
足
度
サ
ー
ビ
ス
満
足
度

（
田
代
）

指
定

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 1
0
0
%
 、
や
や
不
満

  0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 0
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
1
.4

%
 、
や
や
不
満

  4
.3

%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 4
.3

%

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
5
.7

%
 、
や
や
不
満

  0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 4
.3
％

追
加

ほ
ぼ
毎
日

 0
%
、
週

1
以
上

 2
1
.7
％
、
月
に
数
回

 7
8
.3
％
、
年
に
数
回

 0
％
、
初
め
て

 0
％
、
他

 0
%

本
の
貸
出
や
読
書

 9
2
.4

%
、
調
べ
も
の

 3
.8

%
、
勉
強
・
仕
事

 0
%
、
催
事

 3
.8
％
、
そ
の
他

 0
%

特
に
な
い

 6
5
.3

%
、
あ
る

 2
1
.7

%
、
無
回
答

 1
3
%

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
5
.7

%
 、
や
や
不
満

 0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 4
.3
％

と
て
も
満
足

 ・
ま
あ
満
足

 9
5
.7

%
 、
や
や
不
満

 0
%
 、
た
い
へ
ん
不
満

 0
%
、
無
回
答

 4
.3
％

利
用
し
た
い

 3
4
.8

%
 、
利
用
し
た
く
な
い

 8
.7

%
 、
わ
か
ら
な
い

 3
9
.1

%
、
無
回
答

 1
7
.4
％

主
な
要
望
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
電
子
書
籍
を
利
用
し
た
い
で
す
か

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

漫
画
、
児
童
書
、
小
説
、
和
洋
裁
、
雑
誌
、
学
習
漫
画
、
エ
ッ
セ
イ
、
絵
本
、
健
康
法
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
、
自
己
啓

発
、
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
園
芸
、
参
考
書
、
写
真
集
、
旅
行
ガ
イ
ド
、
資
格

植
物
の
図
鑑
な
ど
、
服
飾
、
趣
味
、
小
説
、
絵
本
、
野
菜
の
育
て
方
、
防
虫
対
策

そ
の
他
、
ご
意
見
な
ど

主
な
苦
情
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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資 料 ３ 小・中学校の読書活動についてのアンケート調査 

 

小学校１７校 中学校８校    
学校図書館を活用した授業を行った回数 
小学校 
①   ０回     １校 ※内 学期に１回 ２校 
②  月１回    １２校 
③  月２回以上     ４校 
中学校 
①   ０回     ５校 ※年に１回 １校 
②  月１回     ３校 
③ 月２回以上     ０校 

  
学校図書館の本はデータベース化されていますか。 
小学校 
①  は い     ７校 
②  いいえ    １０校  
中学校 

  ① は い     ５校 
  ② いいえ     ３校 
 
児童生徒に読書を特に勧める企画を実施しましたか。 
小学校 

  ① は い    １７校 
  ② いいえ     ０校 
中学校 
①  は い     ６校 
②  いいえ     ２校 

 
児童生徒の学習に市立図書館を利用しましたか。 
小学校 

  ① は い    １３校 
  ② いいえ     ４校 
中学校 
①  は い     ０校 
②  いいえ     ８校 
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資 料 ４ 放課後児童クラブの読書活動についてのアンケート調査 
 

９放課後児童クラブ    
放課後児童クラブでの読み聞かせの企画回数 
年９回 （市立図書館企画分。ほかに各児童クラブ自主企画で年１～４回実施。） 

 
放課後児童クラブでの読書時間の確保 
①  平   日    

              １０分 １クラブ 
              １５分 １クラブ 

          ３０分 ３クラブ 
          ４０分 １クラブ 

           １時間００分 ２クラブ 
          時間の確保なし １クラブ 

平   均      ３０分 
②  学校休業日      ３０分 ３クラブ 

              ４５分 １クラブ 
１時間００分 ２クラブ 
１時間３０分 １クラブ 

           ２時間００分 １クラブ 
           ２時間３０分 １クラブ 

平   均   １時間０８分 
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２
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０
５

(平
成

１
７

)年
 

 

  ２
０

０
８

(平
成

２
０

)年
 

 

   ２
０

１
０

(平
成

２
２

)年
 

 

 ２
０

１
１

(平
成

２
３

)年
 

 ２
０

１
３

(平
成

２
５

)年
 

 

 ２
０

１
６

(平
成

２
８

)年
 

  ２
０

１
7
(平

成
２

９
)年

 

第
一

次
 

県
民

の
読

書
活

動
推

進
計

画
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
法

律
 

※
子

ど
も

読
書

の
日

（
４

月
２

３
日

）
制

定
 

第
一

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

文
字

・
活

字
文

化
振

興
法

 

第
二

次
 

県
民

の
読

書
活

動
推

進
計

画
 

秋
田

県
民

の
読

書
活

動
の

推
進

に
関

す
る

条
例

 

第
一

次
 

秋
田

県
読

書
活

動
推

進
基

本
計

画
 

第
一

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画
 

平
成

１
７

年
度

～
平

成
２

２
年

度
 

第
二

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画
 

平
成

２
５

年
度

～
平

成
２

９
年

度
 

第
三

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

第
二

次
 

秋
田

県
読

書
活

動
推

進
基

本
計

画
 

第
二

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

読
書
活
動
推
進
計
画
の
取
り
組
み

 

第
三

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画
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資 料 ５　読書活動推進計画の取り組み



    ２
０

１
８

（平
成

３
０

）
年

 

 ２
０

２
１

（令
和

３
）
年

 

 ２
０

２
２

（令
和

４
）
年

 

第
四

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

令
和

５
年

度
～

令
和

９
年

度
 

第
四

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画
 

第
三

次
 

秋
田

県
読

書
活

動
推

進
基

本
計

画
 

平
成

３
０

年
度

～
平

成
３

４
年

度
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資 料 ６　各種事業の紹介

令和3年度
もっと知りたい絵本の世界

状況写真 事業名
平成30年度
夏休みワクワクドキドキおは
なし会

平成30年度
高校生の読み聞かせ会



 
 
発
 
行
：
大
館
市
立
図
書
館
（
栗
盛
記
念
・
花
矢
・
比
内
・
田
代
）

 
発
行
日
：
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
１
２
月
１
日
発
行
 
（
毎
月
１
日
発
行
）

 

 
 

 
2
0
2
2

年
 

1
２

月
号

 
(
V
o
l
.
0
9
6
)
 

お
す

す
め

図
書
 

栗
盛
記
念
図
書
館
 
書
 
名
 
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ー
ゼ
ン
の
植
物
標
本
 

 

著
 
者
 
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ー
ゼ
ン
 
堀
江
敏
幸
‖
著
 

出
版
社
 
リ
ト
ル
モ
ア
 

分
 
類
 
自
然
 
４
７
１
／
ヴ
 

作
家
・
堀
江
敏
幸
が
フ
ラ
ン
ス
の
蚤
の
市
で
見
つ
け
た
小
箱
に
は
、
10
0
枚
ほ
ど
の
植
物
標
本
が

収
め
ら
れ
て
い
た
。
お
よ
そ
10
0
年
前
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ー
ゼ
ン
と
い
う
名
前
の
「
マ
ド
モ
ワ
ゼ

ル
」
が
丁
寧
に
丁
寧
に
作
っ
た
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
も
う
存
在
し
な
い
人
が
作
っ
た
も
の
。

か
つ
て
あ
っ
た
植
物
。
そ
れ
を
残
し
た
い
と
思
っ
た
人
が
い
た
こ
と
。
物
を
よ
す
が
と
し
て
記
憶

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
思
索
を
巡
ら
せ
る
本
。
 

花
矢
図
書
館
 
書
 
名
 
る
る
ぶ
 
ど
こ
か
ら
き
た
の
？
 
食
べ
も
の
＆
く
ら
し
イ
ラ
ス
ト
大
図
鑑
 

 

著
 
者
 
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
メ
デ
ィ
ア
編
集
部
‖
編
著
 

出
版
社
 
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
 

分
 
類
 
児
童
 
Ｊ
０
３
１
 /
 ル
 

毎
日
の
生
活
に
か
か
せ
な
い
「
食
べ
も
の
」「
く
ら
し
」「
イ
ン
フ
ラ
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、

身
の
回
り
の
も
の
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
を
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス

ト
を
交
え
解
説
し
ま
す
。
お
米
は
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
る
の
？
自
動
車
は
何
か
ら
で
き
て
い
る

の
？
な
ど
な
ど
、
身
の
回
り
の
『
こ
れ
な
に
？
な
ぜ
？
』
が
よ
く
わ
か
る
大
図
鑑
で
す
。
調
べ
学

習
に
も
最
適
！
ぜ
ひ
、
親
子
で
一
緒
に
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
で
す
。
 

比
内
図
書
館
 
書
 
名
 
老
害
の
人
 

 

著
 
者
 
内
館
 
牧
子
‖
著
 

出
版
社
 
講
談
社
 

分
 
類
 
文
学
 
９
１
３
.６
／
ウ
 

「
老
害
」
と
は
「
老
齢
に
よ
る
弊
害
」
の
こ
と
。
 口
を
開
け
ば
過
去
の
自
慢
話
や
若
者
へ
の

説
教
、
趣
味
の
話
題
の
押
し
つ
け
に
、
病
気
自
慢
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
無
気
力
、
そ
し
て
ク
レ

ー
マ
ー
。
い
ず
れ
は
誰
も
が
直
面
す
る
「
老
後
」
を
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。  

『
終
わ
っ
た
人
』『
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
』『
今
度
生
ま
れ
た
ら
』
に
続
く
「
高
齢
者
小
説
」
 

第
４
弾
！
 

田
代
図
書
館
 
書
 
名
 
ね
ず
み
さ
ん
の
パ
ン
ツ
 

 

著
 
者
 
tu
pe
ra
 t
up
er
a‖
作
 

出
版
社
 
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
 

分
 
類
 
絵
本
 
Ｅ
／
ネ
 

パ
ン
ツ
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ね
ず
み
さ
ん
は
、
し
ろ
く
ま
さ
ん
と
一
緒
に
パ
ン
ツ
を
探
し
に

で
か
け
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
の
パ
ン
ツ
、
キ
ラ
キ
ラ
ひ
か
る
お
ほ
し
さ
ま
の
パ

ン
ツ
、
ビ
リ
ビ
リ
破
れ
た
パ
ン
ツ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
パ
ン
ツ
が
穴
の
開
い
た
ペ
ー
ジ
か
ら
現
れ
ま

す
。
な
か
な
か
ね
ず
み
さ
ん
の
パ
ン
ツ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
っ
た
ん
で
し

ょ
う
ね
？
 

    

プ
ラ

ス
 
 
 

 
ワ

ン
 

 

       

図
書

館
か

ら
の

お
し

ら
せ

 

 
 
 
 
 
「
図

書
館

の
中

の
ち

い
さ

な
美

術
館

」
 

 
12
月
の
ち
い
さ
な
美
術
館
は
、
11
月
に
引
き
続
き
、
明
石

洋
一
さ
ん
の
絵
画
展
で
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

 
◆
日
 
時
：
12
月
1
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）
予
定
 

 
 
 
 
 
開
館
時
間
中
 
 
※
最
終
日
14
時
ま
で
 

◆
場
 
所
：
栗
盛
記
念
図
書
館
 
２
階
ロ
ビ
ー
 

 
 
※
都
合
に
よ
り
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
「
源

氏
物

語
を

読
む

会
」
受

講
者

募
集

中
 

 
文
学
講
座
「
伊
勢
物
語
を
読
む
会
」
を
12
月
で
終
了
し
、

１
月
12
日
か
ら
は
標
記
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

 
 ◆
日
 
時
：
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
 
14
時
～
15
時
半
 

◆
場
 
所
：
栗
盛
記
念
図
書
館
 
多
目
的
室
 

◆
講
 
師
：
菅
原
明
雅
氏
（
元
大
館
鳳
鳴
高
校
校
長
）
 

◆
申
 
込
：
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
 

 
 
 
 
 
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
栗
盛
記
念
図
書
館
 

 
 
 
 
 
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

 
 
「
図

書
館

で
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
」
 

 
12
月
の
講
師
は
中
村
勲
さ
ん
で
す
。「
図
書
館
に
か
か
わ
る
三

大
話
」
と
題
し

て
、
大
館
第
一
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
こ
と

を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
後
半
は
職
員
な
ど
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
も
行
う
予
定
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 
◆
日
 
時
：
12
月
21
日
（
水
）
13
時
～
14
時
 

◆
場
 
所
：
栗
盛
記
念
図
書
館
 
１
階
多
目
的
室

 

 
 
 
 
 
「
冬

休
み

特
別

お
は

な
し

会
」」

 
 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な
し
の
森
」

の
皆
さ
ん
が
、季
節
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
い
ま
す
。
１
年
の
締
め
く
く
り
に
、
図
書
館
で
ゆ
っ
く

り
お
は
な
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
 

  ◆
日
 
時
：
12
月
28
日
（
水
）
10
時
～
11
時
 

◆
場
 
所
：
栗
盛
記
念
図
書
館
 
多
目
的
室
 

 
 

 
 
１
２
月
の
テ
ー
マ
図
書
（
一
般
／
児
童
）
 

○
栗
盛
…
「
時
代
小
説
を
よ
む
」
／
「
日
本
の
偉
人
・
歴
史
」
 

 
 
 
 
○
花
矢
…
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
特
集
」
／
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
 

 
 
 
 
○
比
内
…
「
お
く
り
も
の
」
／
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
 

○
田
代
…
「
冬
物
語
」
／
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

 」
 

  
栗
の
も
り
通
信
  

年
末
年
始
休
館
に
合
わ
せ
、
市
立
図
書
館
で
は
、
12
月
15
日
（
木
）
～
12
月
28
日
（
水
）
に
 

貸
出
の
本
に
限
り
、
貸
出
期
間
が
３
週
間
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
 

最
終
日
の
28
日
（
水
）
は
全
館
17
時
で
閉
館
し
、
来
年
は
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
開
館
し
ま
す
。
 

 

＊
 
＊

 
大

館
市

立
図

書
館

利
用

案
内

 
＊

 
＊

 

 
【
 
栗
 盛
 記
 念
 図
 書
 館
 
】
 
 
電
話
番
号
 
０
１
８
６
－
４
２
－
２
５
２
５
 

○
開
館
時
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
休
館
日
 

 
 
 
 
 
 
火
～
金
 
 
９
：
３
０
～
１
９
：
０
０
 
 
 
 
 
月
曜
日
、
年
末
年
始
、
蔵
書
点
検
期
間
 

 
 
 
 
 
 
土
日
祝
 
 
９
：
３
０
～
１
７
：
０
０
 

 
 
 
 
 
 

【
 
花
 
矢
 
図
 
書
 
館
 
】
 
 
 
電
話
番
号
 
０
１
８
６
－
４
６
－
１
５
５
７
 

【
 
比
 
内
 
図
 
書
 
館
 
】
 
 
 
電
話
番
号
 
０
１
８
６
－
４
３
－
７
１
４
２
 

【
 
田
 
代
 
図
 
書
 
館
 
】
 
 
 
電
話
番
号
 
０
１
８
６
－
４
３
－
７
１
２
７
 

○
開
館
時
間
 

 
 
火
～
金
 
 
９
：
０
０
～
１
９
：
０
０
 
 
 
  
○
休
館
日
 

 
 
土
、
日
 
 
９
：
０
０
～
１
７
：
０
０
 
 
 
  
  
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
 

 
○
貸
出
冊
数
 

 
 
本
・
雑
誌
・
紙
芝
居
 
あ
わ
せ
て
１
０
点
ま
で
 
２
週
間
 

※
 
図
書
館
だ
よ
り
「
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
の
中
で
使
用
し
て
い
る
図
書
の
表
紙
画
像
は
、
各
出
版
社
か
ら
の
使
用
許
可
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
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栗
盛

記
念

図
書

館
【
一

　
般

】
透

か
し

て
う

っ
と

り
光

の
折

り
紙

中
村

  香
代

∥著
栗

盛
記

念
図

書
館

【
児

　
童

】
田

代
図

書
館

【
一

　
般

】

書
　

　
名

著
　

者
　

名
藤

井
聡

太
の

将
棋

入
門

藤
井

  聡
太

∥監
修

書
　

　
名

著
　

者
　

名
書

　
　

名
著

　
者

　
名

人
生

後
半

、
上

手
に

く
だ

る
一

田
  憲

子
∥著

オ
ン

ガ
ク

ハ
、

セ
イ

ジ
デ

ア
ル

ブ
レ

イ
デ

ィ
み

か
こ

∥〔
著

〕
１

２
歳

ま
で

に
身

に
つ

け
た

い
か

し
こ

く
な

る
読

書
の

超
き

ほ
ん

赤
木

  か
ん

子
∥監

修
腰

痛
改

善
マ

ニ
ュ

ア
ル

ロ
ビ

ン
  マ

ッ
ケ

ン
ジ

ー
∥著

１
０

０
歳

の
幸

せ
な

ひ
と

り
暮

ら
し

鮫
島

  純
子

∥著
ジ

ン
セ

イ
ハ

、
オ

ン
ガ

ク
デ

ア
ル

ブ
レ

イ
デ

ィ
み

か
こ

∥〔
著

〕
“正

し
い

”を
疑

え
！

真
山

  仁
∥著

肩
の

痛
み

・
四

十
肩

改
善

マ
ニ

ュ
ア

ル
ロ

ビ
ン

  マ
ッ

ケ
ン

ジ
ー

∥著

７
０

歳
か

ら
の

価
齢

な
る

人
生

の
楽

し
み

方
ボ

ナ
植

木
∥著

三
枝

  暁
子

∥著
４

７
都

道
府

県
ビ

ジ
ュ

ア
ル

戦
国

武
将

 
１

楠
木

  誠
一

郎
∥編

著
首

の
痛

み
・

肩
こ

り
・

頭
痛

改
善

マ
ニ

ュ
ア

ル
ロ

ビ
ン

  マ
ッ

ケ
ン

ジ
ー

∥著

逆
説

の
日

本
史

 
２

７
井

沢
  元

彦
∥著

橋
場

  弦
∥著

津
田

梅
子

髙
橋

  裕
子

∥著
実

録
保

育
士

で
こ

先
生

 
５

で
こ

ぽ
ん

吾
郎

∥著
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
現

代
史

北
野

  充
∥著

記
者

が
ひ

も
と

く
「

少
年

」
事

件
史

川
名

  壮
志

∥著
こ

ど
も

労
働

法
山

下
  敏

雅
∥共

著
ぷ

り
っ

つ
さ

ん
ち

 
７

松
本

  ぷ
り

っ
つ

∥著

山
本

健
吉

井
上

  泰
至

∥著
だ

い
ど

こ
ろ

の
た

ね
春

夏
秋

冬
で

楽
し

め
る

お
り

が
み

壁
飾

り
い

ま
い

  み
さ

∥著
宿

命
安

倍
  洋

子
∥著

栗
盛

記
念

図
書

館
【
文

　
学

】
プ

ラ
レ

ー
ル

大
集

合
 

２
０

２
３

年
版

自
分

で
で

き
る

フ
ァ

ミ
リ

ー
ヒ

ス
ト

リ
ー

を
調

べ
よ

う
！

吉
田

  富
美

子
∥著

書
　

　
名

著
　

者
　

名
し

ず
く

ち
ゃ

ん
 

３
９

ぎ
ぼ

  り
つ

こ
∥作

  絵
田

代
図

書
館

【
文

　
学

】

山
形

烏
の

緑
羽

阿
部

  智
里

∥著
チ

ャ
ン

ス
ユ

リ
  シ

ュ
ル

ヴ
ィ

ッ
ツ

∥作
書

　
　

名
著

　
者

　
名

名
古

屋
天

下
大

乱
伊

東
  潤

∥著
苦

手
か

ら
始

め
る

作
文

教
室

津
村

  記
久

子
∥著

濱
地

健
三

郎
の

呪
え

る
事

件
簿

有
栖

川
  有

栖
∥著

四
国

水
底

の
ス

ピ
カ

乾
  ル

カ
∥著

お
ね

え
ち

ゃ
ん

っ
て

、
と

き
ど

き
な

き
む

し
！

？
い

と
う

  み
く

∥作
赤

ず
き

ん
、

ピ
ノ

キ
オ

拾
っ

て
死

体
と

出
会

う
。

今
日

拾
っ

た
言

葉
た

ち
武

田
  砂

鉄
∥著

老
害

の
人

内
館

  牧
子

∥著
は

り
ね

ず
み

の
ル

ー
チ

カ
 

１
１

か
ん

の
  ゆ

う
こ

∥作
水

底
の

ス
ピ

カ
乾

  ル
カ

∥著
政

治
と

暴
力

福
田

  充
∥著

君
の

ク
イ

ズ
小

川
  哲

∥著
給

食
委

員
は

ア
イ

ド
ル

小
松

原
  宏

子
∥作

付
き

添
う

ひ
と

岩
井

  圭
也

∥著
６

０
分

で
わ

か
る

！
イ

ン
ボ

イ
ス

＆
消

費
税

超
入

門
土

屋
  裕

昭
∥著

ぼ
く

ら
は

、
ま

だ
少

し
期

待
し

て
い

る
木

地
  雅

映
子

∥著
ひ

み
つ

の
地

下
図

書
館

 
３

ア
ビ

ー
  ロ

ン
グ

ス
タ

ッ
フ

∥作
奇

跡
を

蒔
く

ひ
と

五
十

嵐
  貴

久
∥著

「
友

だ
ち

」
か

ら
自

由
に

な
る

石
田

  光
規

∥著
乱

れ
る

海
よ

小
手

鞠
  る

い
∥著

ド
ラ

ゴ
ン

ズ
・

タ
ン

宇
佐

美
  ま

こ
と

∥著

も
う

す
ぐ

死
に

逝
く

私
か

ら
い

ま
を

生
き

る
君

た
ち

へ
水

谷
  修

∥著
春

い
ち

ば
ん

玉
岡

  か
お

る
∥著

栗
盛

記
念

図
書

館
【
絵

　
本

】
老

害
の

人
内

館
  牧

子
∥著

大
人

に
な

っ
て

も
で

き
な

い
こ

と
だ

ら
け

で
す

き
し

も
と

  た
か

ひ
ろ

∥著
君

と
い

た
日

の
続

き
辻

堂
  ゆ

め
∥著

書
　

　
名

著
　

者
　

名
乱

れ
る

海
よ

小
手

鞠
  る

い
∥著

子
育

て
の

「
選

択
」

大
全

お
お

た
  と

し
ま

さ
∥著

川
の

ほ
と

り
に

立
つ

者
は

寺
地

  は
る

な
∥著

お
す

し
が

ふ
く

を
か

い
に

き
た

田
中

  達
也

∥作
う

さ
ぎ

の
町

の
殺

人
周

木
  律

∥著
冠

婚
葬

祭
「

マ
ナ

ー
と

お
金

」
最

新
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
岩

下
  宣

子
∥監

修
小

さ
き

王
た

ち
 

第
３

部
堂

場
  瞬

一
∥著

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

ス
プ

ー
ン

ふ
く

だ
  じ

ゅ
ん

こ
∥さ

く
春

い
ち

ば
ん

玉
岡

  か
お

る
∥著

日
本

人
が

知
ら

な
い

世
界

の
祝

祭
日

事
典

吉
原

（
な

か
）

と
外

中
島

  要
∥著

き
ょ

う
は

お
う

ち
で

う
ん

ど
う

か
い

新
井

  悦
子

∥さ
く

君
と

い
た

日
の

続
き

辻
堂

  ゆ
め

∥著
発

達
障

害
の

人
が

見
て

い
る

世
界

岩
瀬

  利
郎

∥著
ケ

ー
キ

の
切

れ
な

い
非

行
少

年
た

ち
の

カ
ル

テ
宮

口
  幸

治
∥著

ケ
ー

キ
の

ず
か

ん
植

田
  ま

ほ
子

∥絵
川

の
ほ

と
り

に
立

つ
者

は
寺

地
  は

る
な

∥著
尿

も
れ

、
頻

尿
、

前
立

腺
の

本
髙

橋
  悟

∥監
修

薔
薇

色
に

染
ま

る
頃

吉
永

  南
央

∥著
け

い
さ

つ
の

ず
か

ん
山

田
  タ

ク
ヒ

ロ
∥絵

小
さ

き
王

た
ち

 
第

３
部

堂
場

  瞬
一

∥著
ヤ

ン
グ

中
高

年
竹

中
  晃

二
∥著

少
し

嫌
わ

れ
る

く
ら

い
が

ち
ょ

う
ど

い
い

曽
野

  綾
子

∥著
じ

ぶ
ん

の
き

も
ち

み
ん

な
の

き
も

ち
サ

ラ
  オ

レ
ア

リ
ー

∥さ
く

女
の

敵
に

は
向

か
な

い
職

業
水

生
  大

海
∥著

か
ぎ

針
の

ク
リ

ス
マ

ス
こ

も
の

大
全

集
無

人
島

の
ふ

た
り

山
本

  文
緒

∥著
ひ

げ
ね

ず
み

サ
ミ

ュ
エ

ル
の

お
は

な
し

ビ
ア

ト
リ

ク
ス

  ポ
タ

ー
∥作

  絵
薔

薇
色

に
染

ま
る

頃
吉

永
  南

央
∥著

一
緒

に
お

で
か

け
し

た
い

ワ
ン

コ
の

あ
み

ぐ
る

み
ブ

ロ
ー

チ
眞

道
  美

恵
子

∥著
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ヘ
イ

ル
・

メ
ア

リ
ー

 
下

ア
ン

デ
ィ

  ウ
ィ

ア
ー

∥著
こ

ね
こ

の
ト

ム
の

お
は

な
し

ビ
ア

ト
リ

ク
ス

  ポ
タ

ー
∥作

  絵
と

り
あ

え
ず

お
湯

わ
か

せ
柚

木
  麻

子
∥著

最
高

の
髪

型
解

剖
図

鑑
篠

原
  龍

∥著
家

の
本

ア
ン

ド
レ

ア
  バ

イ
ヤ

ー
ニ

∥著
ふ

う
せ

ん
く

ま
く

ん
あ

き
や

ま
  た

だ
し

∥作
  絵

無
人

島
の

ふ
た

り
山

本
  文

緒
∥著

今
日

か
ら

は
じ

め
る

減
塩

ご
は

ん
小

田
  真

規
子

∥著
へ

ん
し

ん
ロ

ボ
ッ

ト
あ

き
や

ま
  た

だ
し

∥作
  絵

勘
定

侍
柳

生
真

剣
勝

負
 

６
上

田
  秀

人
∥〔

著
〕

箸
置

き
の

世
界

串
岡

  慶
子

∥著
ほ

ん
と

だ
も

ん
！

い
も

と
  よ

う
こ

∥作
絵

銀
の

玉
簪

岡
本

  さ
と

る
∥〔

著
〕

お
か

ず
食

堂
瀬

尾
  幸

子
∥著

ま
い

ご
の

モ
リ

ー
と

こ
う

も
り

の
か

さ
こ

ま
つ

  の
ぶ

ひ
さ

∥文
律

義
者

藤
井

  邦
夫

∥〔
著

〕

ム
ラ

ヨ
シ

マ
サ

ユ
キ

の
ス

コ
ー

ン
Ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｋ
ム

ラ
ヨ

シ
  マ

サ
ユ

キ
∥著

リ
ス

タ
ク

シ
ー

も
と

や
す

  け
い

じ
∥著

リ
ュ

ウ
ジ

式
至

高
の

レ
シ

ピ
リ

ュ
ウ

ジ
∥著

田
代

図
書

館
【
児

童
・
絵

本
】

加
部

  一
彦

∥監
修

書
　

　
名

著
　

者
　

名

は
じ

め
て

パ
パ

に
な

る
本

今
田

  義
夫

∥監
修

願
い

が
か

な
う

ふ
し

ぎ
な

日
記

本
田

  有
明

∥著
茶

花
の

見
分

け
か

た
、

育
て

か
た

塩
見

  亮
一

∥著
ど

こ
？

山
形

  明
美

∥作
ダ

リ
ア

山
口

  ま
り

∥著
ひ

と
が

み
た

ら
カ

エ
ル

に
な

あ
れ

い
も

と
  よ

う
こ

∥文
  絵

に
っ

ぽ
ん

の
鉄

道
１

５
０

年
野

田
  隆

∥著
臨

書
の

基
本

山
本

  翔
麗

∥監
修

＊
 新

着
図

書
 （

令
和

４
年

１
１

月
）
 ＊

こ
ち

ら
に

掲
載

し
て

い
る

も
の

は
新

着
図

書
の

一
部

で
す

。
全

て
を

ご
覧

に
な

り
た

い
場

合
は

、
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
://

lib
-o

da
te

.jp
/n

ew
-b

oo
k.h

tm
l）

を
閲

覧
い

た
だ

く
か

、
各

館
に

設
置

し
て

い
る

新
着

図
書

一
覧

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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～１２月の大館市立図書館おすすめ図書～ 
栗 盛 記 念 図 書 館 

 

書 名 ポール・ヴァーゼンの植物標本 

著 者 ポール・ヴァーゼン 堀江敏幸‖著 

出版社 リトルモア 分 類 自然 ４７１／ヴ 

作家・堀江敏幸がフランスの蚤の市で見つけた小箱には、100 枚ほどの植物標本が

収められていた。およそ 100 年前、ポール・ヴァーゼンという名前の「マドモワゼ

ル」が丁寧に丁寧に作ったことしかわからない。もう存在しない人が作ったもの。

かつてあった植物。それを残したいと思った人がいたこと。物をよすがとして記憶

をよみがえらせることについて思索を巡らせる本。 

花 矢 図 書 館  

 

書 名 るるぶ どこからきたの？食べもの＆くらしイラスト大図鑑 

著 者 ライフスタイルメディア編集部‖編著 

出版社 ＪＴＢパブリッシング 分 類 児童 Ｊ０３１ / ル 

 毎日の生活にかかせない「食べもの」「くらし」「インフラ」の３つの観点から、

身の回りのものがどうやって作られ、どこからやってきたのかをカラフルなイラス

トを交え解説します。お米はどうやって作られるの？自動車は何からできている

の？などなど、身の回りの『これなに？なぜ？』がよくわかる大図鑑です。調べ学

習にも最適！ぜひ、親子で一緒に読んで欲しい一冊です。 

比 内 図 書 館 

 

書 名 老害の人 

著 者 内館 牧子‖著 

出版社 講談社 分 類 文学 ９１３.６／ウ 

「老害」とは「老齢による弊害」のこと。 口を開けば過去の自慢話や若者への説

教、趣味の話題の押しつけに、病気自慢。そうかと思えば、無気力、そしてクレー

マー。いずれは誰もが直面する「老後」をどう生きるべきかを問いかけています。 

『終わった人』『すぐ死ぬんだから』『今度生まれたら』に続く「高齢者小説」 

第４弾！ 

田 代 図 書 館 

 

書 名 ねずみさんのパンツ 

著 者 tupera tupera‖作 

出版社 ブロンズ新社 分 類 絵本 Ｅ／ネ 

 パンツをなくしてしまったねずみさんは、しろくまさんと一緒にパンツを探しに

でかけます。どんぐりマークのチェックのパンツ、キラキラひかるおほしさまのパ

ンツ、ビリビリ破れたパンツなど、いろんなパンツが穴の開いたページから現れま

す。なかなかねずみさんのパンツは見つかりません。いったいどこにいったんでし

ょうね？ 
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